
あ

エッサくんと行く
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成

2
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年
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月
号

昔さ ぽん
むかし

古紙配合率70％再生紙を使用しています

経
きょう

塚
つ か

山
や ま

鳴
な

る

　赤
あか

屋
や

の見
み

土
ど

路
ろ

に経
きょう

塚
つか

山
やま

という山
やま

があります。その昔
むかし

、

この山
やま

の山
さん

頂
ちょう

には２つの塚
つか

があり、その間
あいだ

は40メート

ルほど離
はな

れていました。

　大
たい

正
しょう

４年
ねん

３月
がつ

頃
ごろ

です。突
とつ

然
ぜん

、経
きょう

塚
つか

山
やま

の山
さん

頂
ちょう

から木
もく

魚
ぎょ

を

たたくような音
おと

が鳴
な

り出
だ

したのです。その音
おと

はリズムよ

く50回
かい

くらい続
つづ

いて鳴
な

るとやみ、そして少
すこ

し間
あいだ

を置
お

く

と、また鳴
な

り出
だ

すのです。音
おと

が聞
き

こえるのは夜
よる

ばかりで、

雨
あめ

の夜
よる

には音
おと

がしません。

　このことを不
ふ

思
し

議
ぎ

に

思
おも

った若
わか

者
もの

たちがある

夜
よる

、勇
いさ

んで山
さん

頂
ちょう

へ出
で

か

けました。若
わか

者
もの

たちは

山
やま

道
みち

を登
のぼ

り、音
おと

が鳴
な

っ

ている塚
つか

へ近
ちか

づきまし

た。すると、近
ちか

づくに

つれ、もう一
いっ

方
ぽう

の塚
つか

が

鳴
な

っているように聞
き

こ

えるので、そちらへ行
い

くと、今
こん

度
ど

はさっきまでいた元
もと

の

塚
つか

が鳴
な

っているように聞
き

こえるのです。若
わか

者
もの

たちは何
なん

度
ど

も塚
つか

を往
おう

復
ふく

しましたが、結
けっ

局
きょく

どちらから音
おと

が出
で

ているか

わかりませんでした。

　もっとも、この塚
つか

が鳴
な

りだしたのは、今
こん

回
かい

が初
はじ

めてで

はなく、明
めい

治
じ

27年
ねん

、明
めい

治
じ

33年
ねん

、明
めい

治
じ

37年
ねん

、大
たい

正
しょう

３年
ねん

と、

いずれも戦
せん

争
そう

出
しゅっ

兵
ぺい

や、国
くに

の大
だい

事
じ

の前
ぜん

兆
ちょう

に鳴
な

ると言
い

われ

ていましたので、村
むら

人
びと

は大
おお

いに心
しん

配
ぱい

しましたが、この時
とき

は何
なに

事
ごと

もなく、ホッとしたということです。

経塚山（伯太町赤屋）

　赤屋小学校の北東に送電線の鉄塔が立つ小高い山が見えます。
見土路自治会と月坂自治会の間に立つ、この山がお話しに登場し
た経塚山です。
　この山周辺は藩政期の本街道にあたり、徒歩や牛馬に頼った交
通が主だった頃には、近くて便利なこの道を通って高江寸次に抜
けるのが一般的でした。街道沿いには茶屋なども
立ち、大いに繁盛したそうですが、明治 24 年に
現在の安来道が開通し、峠の内や横屋を通るよう
になりました。経塚山の麓にはかわいらしい 6体
のお地蔵さんが立っています。昔から街道を行く
人々の往来を見守っていたことでしょう。
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